
活動の目的

木屋瀬は中世に遠賀川の川港として成立し、江戸
時代は筑前の宿駅として繁栄しました。現在も当
時の文化や歴史の香りが残る地域です。しかし、
昭和の後半から町並みが、日に日に崩れ、伝統行
事や文化が急速に衰え、地域のつながりや人情ま
で失われるような状態に陥っていきました。この
ままでは木屋瀬らしさが無くなってしまうとの危
機感から、町起こしを目的として発足しました。

連絡先〒８０７－１２６１ 北九州市八幡西区木屋瀬３－１７－７ 電話・ＦＡＸ ０９３－６１８－０６２７
E-mail koyanosenoguti@yahoo.co.jp

平成３年 宿場木屋瀬街づくりの会発足

平成３年 宿場シンポジュウム

平成４年 全国町並み保存連盟加入

平成６年 宿場祭りを開催

平成７年 歴史的景観地域指定

平成９年 町並み保存交付金制度成立

平成９年 伊馬春部生家の復元

平成１３年 長崎街道木屋瀬記念館の完成

平成１５年 遠賀川流域住民の会に参加

平成２１年 伊馬春部生家の庭に歌碑建立

受賞

平成９年 全国自治功労賞を受賞

平成１２年 全国ふるさとづくり賞受賞

平成１８年 芸術文化育成奨励賞受賞

会員数 ：５４人（男２４人 女性３０人）

活動エリア：旧長崎街道筑前木屋瀬宿を中心

として

活動の内容

全住民参加型の街づくり塾を２年間開き、「死ぬまで
住みたい町・先祖の残してくれた歴史を活かした文化
の香る街」という、街づくりの基本的方向性を決めた。

その後の活動は以下のようです。

１．郷土の偉人伊馬春部生家の保存と業績継承の活動。

２．町並み保存運動として、住民間の町並み協定、歴

史的景観地域の指定、補助金交付制度確立の活動

をした。

３．長崎街道ネットワークの会を設立して宿場町とし

ての連携を活かす活動をした。

４．新しい祭りを創設して、伝統芸能の継承と町の活

性化に取り組んだ。

５．街づくりの拠点施設の建設に取り組み、長崎街道

歴史史料館と文化ホール木屋瀬座開館への活動を

した。
今後の方向性（夢）

活動のあしあと

世界的な環境破壊のなかで、人類

が大変な危機的状況にあることを

共有して、遠賀川の川港として生

まれた、木屋瀬の歴史を活かした

街づくりを目指します。そして、

その文化、歴史が経済的価値を持

つようになれば幸いです

木屋瀬の歴史は、川から始まった。
もっと親しみのある川をつくっていきたい。


	スライド番号 1

